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第 章 策定 あ  

第 節 策定 趣旨 

 弘前 戦国時代 津軽氏 台頭 始 藩政時代 町割 や
古 伝統文化 数多 残 そ 愛着 誇 様々 難局 乗 え

 

本州最北 土地 あ 故 藩政期 殖産興業政策 際 外部
知識や技術 持 人々 受 入 明治以降 早 キ

教 取 入 洋風建築や 産業 前川國男 代表 近代建築 広
進取 気質 富 多様性 受 入 いう歴史・風土 兼 備

え い  

 う 古い い 調和 い 弘前 伝統的
気質 そ 風土 あ う 進取 気質 多様性 受 入
現在 至 津軽地方 政治・経済・文化 引 城
代表 数々 恵 文化財 自然環境 土台 文化都市 発展

 

近年 人口減少・少子高齢化 進行 ーバ 化・情報技術 急速 進
展 個人 タ 多様化 社会環境 大 そ 急激 変
化 市民 文化芸術活動 う 社会環境 変化 中 多 課題 直
面 い  

一方 地域 魅力 最大限 活 地域 観光
国際交流 福祉 教育 産業等 関連分野 連携 視野 入 総合的
文化芸術政策 展開 求 文化芸術 果 役割 期待 高
い  

 弘前市文化芸術振興計画 う 環境 変化 社会 要請 対応
文化芸術振興 目標や取 組 施策 体系化 市民 主体

的 文化活動 支え 弘前 優 文化 次 世代 引 継
文化 創造 促  ～ 基本理念 ～ 実現 策定
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第 節 計画 位置付  

 本計画 文化芸術基本法第 条 第 項 規定 基 地方文化芸術推
進基本計画 そ 他 関連 法律や計画等 整合 図

弘前市総合計画及 弘前市 ・ ・ 創生総合戦略 上位計画
部門別計画 位置 他 関連計画 整合 図 策定

 

 

 

 

  根拠法律                          部門別計画 

                 参酌 

 

                          連携 活用                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 節 計画 期間 

 本計画 計画期間 2022 令和 4 年度 2031 令和 13 年度
10年間 社会環境 変化や ー 踏 え 5年 検証 行い そ
結果 応 見直 行う  

令和 

4年度 

令和 

5年度 

令和 

6年度 

令和 

7年度 

令和 

8年度 

令和 

9年度 

令和 

10年度 

令和 

11年度 

令和 

12年度 

令和 

13年度 

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) 

          

国 文化芸術基本法 

弘前市文化芸術振興計画 

参考 文化芸術基本法第 7条 2 抜粋  

市町村 教育委員会 そ 長 管理 執行 団体 そ 長 文化芸術推進基
本計画 参酌 そ 地方 実情 即 文化芸術 推進 関 計画 定
う努  

前期計画 令和 4年度～令和 8年度  後期計画 令和 9年度～令和 13年度  

弘前市総合計画 

弘前市 ・ ・ 創生総合戦略 

国 文化芸術推進基本計画 

他 関連分野 連携 / 関連計画 整合 

観光 国際交流 福祉 教育 産業
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第 節 文化芸術 意義 

文化芸術 感動 精神的 安 や生 喜 人生 豊
豊 人間性 涵養 創造力 育  

他者 共感 心 通 人 人 結 付 相互 理解 尊
重 合う土壌 提供 あ 人間 協働 共生 社会 基盤

 

観光や産業等 関連分野 結 需要や高い
付加価値 生 出 地域 発展 寄与 う あ 文化芸術 継承
発展及 創造 本市 重要  

 

第 節 文化芸術 範囲 

  文化 広 捉え 人 自然 わ や立 居振 舞い 衣食住
暮 生活様式 価値観 人 人 生活 わ 総体

意味 い 本計画 原則 文化芸術基本法第 8条 第
14 条 列記 い 文化芸術 あ 本計画 位置付 文化
芸術 範囲 設定  

区 分 内 容 

芸術 文学 音楽 美術 写真 演劇 舞踊  

芸術 
映画 漫画 ー ョン及 ン ュータそ 他
電子機器等 利用 芸術  

伝統芸能 雅楽 能楽 文学 歌舞伎 組踊  

芸能 
講談 落語 浪曲 漫談 漫才 歌唱 伝統芸能
除  

生活文化 国民娯
楽及 出版物 

生活文化 茶道 華道 書道 食文化そ 他生活 係
文化  

国民娯楽 囲碁 将棋 出版物 ー  

文化財 有形及 無形 文化財並 そ 保存技術 

地域 文
化芸術 

各地域 文化芸術 公演 展示 芸術祭  

地域固有 伝統芸能及 民俗芸能 
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第 章 文化芸術 現状 課題 

第 節 弘前市 文化芸術 取 巻 現状 

第 項 社会環境 変化 

人口減少 少子高齢化 急速 進展  

弘前市人口 ョン 本市 人口 1995 平成 7 年
194,197 人 ー 減少 転 2045 令和 27 年 約
120,919 人 国立社会保障・人口問題研究所 推計 減少

少子高齢化 一層進展 推計 い  

人口減少・少子高齢化 地域社会 大 影響 与え 地方自治体
存立 関わ 課題 文化芸術 担い手不足や地域 伝わ
伝統文化等 継承 地域 ュ 衰退 懸念  

 

本市 総人口 推移 推計            

※出所：国勢調査(＊) 2005 平成 17 年 旧弘前市 旧岩木町 旧相馬村 合計  

※2015 平成 27 年 人口総数 年齢不詳 含 年齢別 合計 一致  

34,703 31,465 28,251 25,051 21,829 19,410 17,517 15,777 14,230 12,753 11,456 10,128 

130,750 130,944 
126,925 

120,732 
113,183 

105,062 
97,499 

89,880 
82,102 

74,909 
66,715 

59,215 

25,591 31,451 
37,954 
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55,050 
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0
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年少人口比率 生産年齢人口比率 老齢人口比率

191,217 
194,197 193,217 

189,043 

183,473 
177,411 

169,670 

160,707 

151,286 

141,561 

131,389 

120,919 

推計 
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持続可能 開発目標 SDGs いう 理念  

持続可能 開発目標 Sustainable Development Goals 以下 SDGs

2015 平成 27 年 9 月 国連 採択 持続可能 世
界 実現 17 ー 169 ター 構成 2030 

年 国際開発目標  

政府 い 2016 平成 28 年 5 月 持続可能 開発目標 SDGs

推進本部 本部長：内閣総理大臣 設置 省庁横断的 SDGs 取
組 SDGs ョン ン 策定 地方自治体
含 あ 関係機関 協力 SDGs 取 組 い  

本市 今後 文化芸術施策 い SDGs 視点 踏 え推
進 い 求  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーバ 化 進展 ンバウン  

全国的 ーバ 化 進 中 本市 い 年々外国人観光客
入込数 増加 伸 代 大 い 期待 情報発信 強
化 外国人観光客 受 入 環境 整備促進 い 求

≪特 関連 深い ー ≫ 
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い 一方 型 ウ 感染症 感染拡大 大
影響 受  

型 ウ 感染症 感染拡大 背景 ー
自宅 1 時間 2 時間圏内 地元 近隣 宿泊観光や日帰
観光 指 いう 考え方 提唱 地元 魅

力 再発見 え 機会 捉え 市民 向 地元文化 魅力発
信 強化 求  

 

情報通信技術等 一層 進展  

情報通信技術 急速 発展 普及 国境 え 対話や交流 情報
受発信 容易 生活 大 利便性 型
ウ 感染症 感染拡大 背景 文化芸術情報 文化芸
術活動 多様化 貢献 改 認識  

映像や画像処理技術 表現活動 可能性 飛躍的 広
知 や触 容易 接

今後 大 役割 果 い 考え  

 

文化芸術 社会的役割 拡大  

東日本大震災 全国的 頻発 雨災害 復興 

過程 文化芸術 被災者 心 癒 や 地域 ュ 再生 大
役割 果 改 認識  

災害 いう非常時や危機的 状況 対 取組 様々 地
域課題 対 文化芸術 力 活用 そ 解決 う
取組 広 い  

本市 い 上記 う 地震・風水害 他 地域 比 少 い
考え 社会 積極的 関わ う 文化芸術活動 人々
巻 込 創造的 地域社会 形成 いう側面 い
改 認識 必要 あ  
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第 項 国 動向 

2017 平成 29 年 文化芸術振興基本法 改正 文化芸術基
本法 施行 文化芸術 価値 創出 広 国際社会
示 重要 契機 あ いう認識 下 文化芸術立国 実現 目指

い  

文化芸術そ 振興 観光や産業等 関連分野
施策 本法 範囲 取 込 文化芸術 生 出 様々

価値 文化芸術 継承 発展及 創造 い 重要 あ
い  

 2018 平成 30  年 3 月 文化芸術基本法 基 文化芸術推進
基本計画 閣議決定  

 文化芸術 本質的 価値 加え 文化芸術 有 社会的・経済的価値
明確化 文化芸術 生 出 多様 価値 文化芸術

継承 発展 創造 活用 好循環 目指 い  

 地方公共団体 自主的 主体的 そ 地域 特性 応
文化芸術 関 施策 積極的 推進 求 い  

 文化 関 基本的 理念や文化政策 方向性 示 ほ
文化財保護法 改正 2018年 劇場や音楽堂 文化会館等 役割
明確化 劇場 音楽堂等 活性化 関 法律 2012 年 障

い者 文化芸術活動 幅広 促進 障害者 文化芸術活動
推進 関 法律 2018年 文化振興 観光振興・地域活性化
文化観光推進法 2020年 関係法令 整備 い  
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第 項 弘前市 文化芸術資源 

 文化 土壌 

   本市 東 八甲田連峰 西 霊峰岩木山 南 世界遺産白神山地 囲
盆地状 平野部 白神山地 源 発 岩木川 流 肥沃

広大 津軽平野 田園風景 広 周辺 丘陵地帯 生産量日本一
誇 園地 広 緑豊 自然環境 恵 い  

う 自然環境 加え 進取 気質 富 多様性 受 入 古い
い 調和 い いう伝統的 気質 本市 文化的 土

壌 育  

そ 文化 薫 高い風土 分野 多 優 芸術
家 輩出 書道・茶道・華道 生活文化 含 市民主体 文化芸術活
動 活発 い  

他 地域 い 数多 文化資源 恵 本市 今後 そ 積
極的 活用 い 価値 高
可能性 秘 い  

   

 文化施設 

本市 弘前市民会館 弘前文化 ンター 規模や特徴 異
複数 ー 有 文化施設 拠点 多彩 文化

芸術活動・創作活動 活発 行わ い  

2020 令和 年 明治・大正期 建設 吉井酒造煉瓦倉庫
改修 文化創造 拠点 弘前 倉庫美術館 開館
文化施設 充実  

 

〇弘前市民会館                            

本市 文化芸術 殿堂 あ 文化 発
信拠点 施設 弘前公園 一角 設

春 老松 背景 桜 彩
閑静 い あ 市民 優 舞
台芸術 鑑賞 場 市民自
参加 文化活動 場 活用
い  

写真 
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〇弘前文化 ンター 文化会館/中央公民館              

弘前公園東門 東 あ 文化会館
中央公民館 併設 生涯学習や

文化活動 拠点 講演会や演劇 各
種 ン ー 利用 い  

 

〇岩木文化 ンター                        

音楽や演劇鑑賞 文化公演や講演会 研
修会 多目的 利用 い  

 

 

 

〇市民文化交流館                         

弘前駅前 設置 ー
ほ 多世代交流室 ン ー
備え 市民 文化芸術活動
多世代 交流 図 場 利用 い

 

〇百石町展示館                          

市指定文化財 3 展示室 備え 展
示 発表 場 講演会 ワー
ョ 場 利用 い  

 

 

〇弘前 倉庫美術館                      

国内外 先進的 ー や 弘前 歴史・
文化 関 作品 収集・展示
市民 集え 場 タ や
ー 備え 文化創造 拠点 利

用 い  

 

写真 

写真 

写真 

写真 

写真 
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 文化財 

本市 旧石器時代 近世 多種多様 埋蔵文化財 多数有  

縄文時代晩期 環状列石 有 大森勝山遺跡や 津軽氏 居城
機能 堀 城跡・弘前城跡 構成 津軽氏城跡 史跡指定 受
い  

城下町 歴史性 多 歴史的建造物や伝統行事
色濃 残 近代以降 軍都及 学都 歩 洋風建築 数多
残 独特 現代 伝え い  

 

弘前市 文化財件数一覧  

指定別 国 県 市 計 

有形文化財 

建造物 22 16 13 51 
工芸品 4 12 41 57 
彫刻 - 8 15 23 
書跡 - 1 7 8 
古文書 - - 2 2 
絵画 - 3 9 12 
考古資料 2 2 29 33 
歴史資料 - - 8 8 

無形文化財 
工芸技術 1 - - 1 
技芸 - 1 - 1 
古武道 - - 2 2 

民俗文化財 
有形民俗文化財 - 1 2 3 
無形民俗文化財 2 5 9 16 

記念物 
史跡 2 - 3 5 
名勝 4 1 - 5 

天然記念物 - 10 7 17 
伝統的建造物群 1 - - 1 
重要美術品 旧法  1 - - 1 

計 39 60 147 246 

 

国登録有形文化財 建造物 16 

国登録記念物 名勝地関係 3 

国選択無形民俗文化財 

民俗芸能 神楽 1 

風俗習慣 
祭礼 信仰  1 

年中行事 1 
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第 節 現状把握 取 組 主要課題 

 本計画策定 あ 文化芸術 関 市民 意識や文化芸術団体 活動
状況 把握 目的 意見交換及 ン ー 調査 実施  

 

第 項 文化芸術団体 意見交換 

実施概要  

実施日 2020 令和 2 年 10月 7日 水曜日 /12日 月曜日 /13日 水曜日  

参加 

団体 

弘前市社会教育協議会 弘前市文化団体協議会 文化施設指定管理者 

弘前市民文化祭実行委員会加盟団体等  合計 27団体 

 

結果概要  

意見区分 主 内容 抜粋  

◆文化芸術団体 高齢
化・会員 減少 後
継者不足 い  

・高齢化 進 会員数 少  

・若い人 入 い 一度若い方 活動 見
い 団体 存在 知 ほ い  

・後継者 育成 少子化 小・中学
校 児童生徒 減少 い 中 今後後継者
育成 簡単 い  

◆活動場所や資金 確
保 い  

・練習や活動 場所 奪い合い 傾向 あ 各
団体 非常 苦心 い 高齢者 多
冷暖房 整 場所 必要  

・公共施設以外 施設 情報 提供 ほ い  

・公演開催 経費 多 子
出演 難 い  

・公共施設以外 施設 利用 際 助成
ほ い  

・中学校 場合 運動部 い 大会遠征費
他 チー 維持や選手育成 育成費
対 助成金 交付 い 文
化部 育成費や物品購入 対 助成
全 い  
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意見区分 主 内容 抜粋  

◆文化施設 利便性
向上 い  

・い い 団体 意見 聞い 市民 使いや
い運営 仕方 考え ほ い  

・行政 団体 互い 知恵 出 合う場 設
定 ほ い  

◆各団体同士 活動
連携 い  

・自分 異 分野 方々 い
ン 等 行う 日頃文化芸術 興味
薄い人々 文化芸術 触 機会 弘前 作
い いい 思う  

・異 分野 団体 チン
枠組 作 や い取 組 支
援 行政 用意 い い  

◆ ンターネ や
SNS等 活用 い

 

・ 禍 影響 見直 迫 事業 ほ
ン ン化 実施 そ 結果

弘前 来 い方々や弘前 住 若年
層 反響 あ  

・YouTubeや SNS等 弘前市 文化芸術 発信
市独自 ウン 作 ほ い  

◆学校教育 文
化芸術活動 充実 

・子 教育や働 文化芸術団
体 教育現場 う 利用 ほ い  

・学校や部活 中 取 入 一番広 や
い手段 思う 実現 い  

・10 年ほ 前 文化芸術 高校 授業 学
ぶ機会 あ 指導要領 変更 近年
そ う 機会  

◆中間支援 必要性
い  

・若い世代 取 込 仕組 や技
術 ー 中間支援 行政 考え
ほ い  

・中間支援 い 民間 含 文化芸術分野
以外 分野 協力 う いう 一
方策 い 思う  
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第 項 市民向 ン ー 調査 

調査概要  

対象者 
住民基本台帳 18歳～75歳 市民 2,000人 無作為
抽出 外国人 含  

調査方法 調査票 郵送配布-郵送回収 

調査期間 2020 令和 3 年 1月 8日 金 ～1月 22日 金  

回収結果 
回答者 734人 回収率 36.8％  

※所在不明 未達分 人 除い 算出 

 

結果概要  

●弘前市 文化芸術 盛  

弘前市 文化芸術 盛 思  

う人 割合 39.4％ そ
理由 伝統文化や文化財 継
承・活用 い 56.3％ 答
え 方 最 多 次い 身近 鑑賞
機会 あ 42.3％

 

一方 弘前市 文化芸術 盛
思わ い人 割合 37.9％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う

39.4％

いえ い

22.7％

思わ い

37.9％

あ 、弘前市 文化芸術活動 盛

思い 。（回答 １ ）

1.4%

19.9%

31.5%

37.4%

42.3%

56.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

そ 他

鑑賞や活動 情報 身近 く あ

文化施設 整 い

大勢 人 活動 い

身近 鑑賞 会 く あ

統文化や文化財 継承・活 い

弘前市 文化芸術 盛 思う理由 何 。（回答 いく ）
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●2019さ令和元）年度 １年間 、市内外 問わ 文化芸術 鑑賞  

令和元年度 年間 文化芸術 鑑賞 答え 方 65.9％ 鑑賞 い
い 答え 方 34.1％  

 

 

●オン ン配信 文化芸術 鑑賞 あ  

ン ン配信 文化芸術 鑑賞 あ 答え 方 13.7％
年齢別 見 30歳代～50歳代 鑑賞 あ 答え 方 割

合 他 年齢帯 多  

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞し

65.9%

鑑賞

い い

34.1%

令和元年度 １年間 、市内外 問わ 文化芸術 鑑賞し し 。（回答 １ ）

鑑賞

あ

13.7%

鑑賞し こ

い

86.3%

オンライン配信 文化芸術 鑑賞し こ

あ 。（回答 １ ）

4.7%

8.8%

15.8%

22.9%

16.5%

16.7%

13.7%

95.3%

91.2%

84.2%

77.1%

83.5%

83.3%

86.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

10歳代・

20歳代

全市

【年齢別てオンライン配信 文化芸術 鑑賞し

こ あ 。

鑑賞 あ 鑑賞 い
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●文化芸術活動 取 組 い  

文化芸術活動 取 組 い 取 組 い 答え 方 割合 6.7％
過去 取 組 い 今 や い い 答え 方 12.5％ 取 組
い 答え 方 80.8％  

 

 

●文化施設 利 度 

弘前市内 各文化施設 利用度合い 多い順 弘前市民会館 84.1％ 弘前文化
会館 79.4％ 弘前市内 図書館 66.0％  

 

取 組 い

6.7％

過去 取 組 い

今 や い い

12.5％

取 組

い

80.8％

現在、文化芸術活動 取 組 い 。（回答 １ ）

16.4％

21.9％

23.7％

23.9％

39.4％

40.9％

50.9％

51.0％

53.0％

54.5％

66.0％

79.4％

84.1％

83.6％

78.1％

76.3％

76.1％

63.6％

59.1％

49.1％

49.0％

47.0％

45.5％

34.0％

20.6％

15.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

鳴海要記念陶房館

弘前市立郷土文学館

高岡 森弘前藩歴史館

弘前 倉庫美術館

岩木文化センター

百石町展示館

弘前市民文化交流館

弘前市内 公民館

弘前市立博物館

弘前市総合学習センター

弘前市内 図書館

弘前文化会館

弘前市民会館

各文化施設 利 し こ あ 。

利 あ 利 い
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●弘前 文化芸術 発展 、 必要 思う要素 

様々 文化芸術 頻繁 鑑賞・活動 場所 あ 51.1％ 答え 方
最 多 次い 子 文化芸術 触 心豊 成長 47.7％
地域 風習や伝統 大切 継承 い 32.9％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●弘前 文化芸術 振興 、行政 積極的 取 組 分野 

子 文化芸術 親 機会 充実 45.4％ 答え 方 最 多 次い
公演 展覧会 市民文化祭 文化芸術事業 充実 33.5％  

 

 

1.9%

9.5%

14.0%

16.6%

19.5%

22.1%

24.4%

27.2%

32.9%

47.7%

51.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

そ 他

多種多様 考え方 持 市民 受け入 、共生

地域 ミュニテ 活動 活発 、引 継 いく

高齢者や障 い あ 方 積極的 文化芸術活動 取 組

自分好 店やスポット あ

ーテ ストや エ ター 、創造的 市民や来街者 活動

い

新 い文化芸術 触 会 あ

身近 自然・歴史 感 、市民 そ 大切 い

地域 風習や 統 大切 、継承 い

子 文化芸術 触 、心豊 成長

様々 文化芸術 頻繁 鑑賞・活動 場所 あ

弘前 文化芸術 発展 、 必要 思う要素 何 。（回答 上位３ ）

1.2%

0.8%

1.2%

9.7%

10.3%

11.2%

12.8%

14.9%

15.3%

19.0%

19.3%

19.6%

26.6%

27.9%

33.5%

45.4%

そ 他

そ 他 統工芸技術 保存・継承

そ 他 統芸能さ能・狂言、歌舞伎、人形浄瑠璃、雅楽、日本舞踊

） 保存・継承

新 い住民 地域 ミュニテ 参加 や い う

芸術家・文化人や文化芸術団体 活動 支援

地域 ミュニテ 持続的 活動 う支援

高齢者や障 い あ 方 文化芸術 関わ や い ポート 充実

食文化さ 、和菓子、洋菓子、郷土料理 ） 保存・継承

若手芸術家・文化人 育成

津軽 統芸能さ津軽三味線、民謡、獅子舞、津軽神楽 ） 保

存・継承

文化芸術 観光産業 結び 強化

津軽 統工芸技術 保存・継承

地域 文化芸術 関 情報 周知・発信

城郭や歴史的 街並 、文化財、遺跡 保存・継承

公演、展覧会、市民文化祭 文化芸術事業 充実

子 文化芸術 親 会 充実

0% 10% 20% 30% 40% 50%

弘前 文化芸術 振興 、行政 積極的 取 組 分野 う こ 思い 。

（回答 上位３ ）
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●ち 統的 祭 や歴史的 建造物 存在 、そ 地域 人々 地域 愛

着や誇 」 考え方 い  

そう思う 73.3％ いえ そう思う 19.6％ 答え 方 合わ
92.9％  

文化庁 全国 対象 世論調査結果 比較 本市 そう思う 答え
方 割合 全年齢 全国 大幅 高  

全年齢 弘前市：73.3％ 全国：31.6％  

 

 

【参考】文化庁 文化 関する世論調査（2019（令和元）年度調査） 

 

  

77.3％

73.9％

77.8％

68.9％

72.9％

59.3％

73.3％

15.5％

21.2％

15.2％

21.9％

21.2％

28.8％

19.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

10歳代・20歳代

全体

【年齢別てち 統的 祭 や歴史的 建造物 存在 、そ 地域 人々 地域 愛着や誇

」 考え方 い 、 う 思い 。

そう思う いえ そう思う いえ そう思わ い そう思わ い わ い

39.4％

31.1％

31.2％

26.1％

24.8％

32.1％

37.7％

31.6％

46.5％

51.8％

50.9％

49.3％

50.2％

41.7％

33.6％

48.0％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

全体

【年齢別てち 統的 祭 や歴史的 建造物 存在 、そ 地域 人々 地域 愛着や誇

」 考え方 い 、 う 思い 。

そう思う ちらか いえばそう思う ちらか いえばそう思わ い そう思わ い わから い
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●居住地域 文化的 環境 満足 い  

文化芸術 鑑賞 習い事 機会や文化財・伝統的街並 保存・整備
居住地域 文化的 環境 満足 い 6.7％ いえ 満足

い 35.3％ 答え 方 合わ 42％  

年齢別 見 10 歳代・20歳代 70 歳以上 満足 い 割合 他 年齢帯
高  

 

 

【参考】文化庁 文化 関する世論調査（令和元年度調査） 

 

  

12.7％

4.9％

5.8％

5.0％

2.4％

13.3％

6.7％

40.0％

27.2％

36.3％

39.5％

40.0％

35.0％

35.3％

17.3％

25.0％

19.9％

20.2％

15.3％

8.3％

19.5％

9.1％

17.9％

14.0％

11.8％

17.6％

15.0％

14.4％

20.9％

25.0％

24.0％

23.5％

24.7％

28.4％

24.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

10歳代・20歳代

全体

【年齢別て居住地域 文化的 環境 満足し い 。

満足 い いえ 満足 い いえ 満足 い い 満足 い い わ い

3.0％

3.0％

3.1％

1.9％

7.2％

6.7％

10.7％

4.2％

34.3％

31.5％

29.1％

31.0％

28.2％

35.6％

44.3％

32.2％

27.6％

28.7％

28.4％

24.6％

28.7％

23.0％

16.4％

26.6％

11.5％

12.0％

11.7％

13.5％

9.7％

9.3％

7.4％

11.3％

23.6％

24.9％

27.7％

29.0％

26.2％

25.4％

21.3％

25.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

全体

【年齢別て居住地域 文化的 環境 満足し い 。

満足 い いえ 満足 い いえ 満足 い い 満足 い い わ い
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●近年、文化芸術活動 共 行う 通 、障 い者や高齢者、生活 困窮 い

方 社会的 孤立 人 交流 深 、 ミュニテ 強く い う

いう考え方 い  

知 い 答え 方 割合 22％ 年齢別 見 10歳代・20

歳代 知 い 答え 方 割合 全国 大幅 高 10 歳代・
20歳代 弘前市：28.3％ 全国：10歳代 18.9％ 20歳代 19.5％  

 

【参考】文化庁 文化 関する世論調査（令和元年度調査） 

 

 

●市外 友人・知人 教え 本市 文化芸術的 観光スポットや 名産品 

津軽 城郭や歴史的 街並 文化財 遺跡 74.6％ 答え 方 最 多
次い 和菓子 洋菓子 郷土料理 70.4％  

 

28.0%

23.9%

21.6%

18.5%

11.8%

28.3%

22.0%

72.0%

76.1%

78.4%

81.5%

88.2%

71.7%

78.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

10歳代・20歳代

全体

知 い 知 い

27.8％

18.1％

15.5％

13.6％

16.4％

19.5％

18.9％

19.1％

72.2％

81.9％

84.5％

86.4％

83.6％

80.5％

81.1％

80.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

全体

知 い 知 い

2.1%

3.9%

24.5%

34.1%

43.6%

70.4%

74.6%

思い浮 ぶ い

そ 他

弘前 倉庫美術館や前川國男設計建造物

文化施設

津軽 統芸能さ津軽三味線、民謡、手踊

、獅子舞、津軽神楽 ）

津軽 統工芸品

、和菓子、洋菓子、郷土料理

津軽 城郭や歴史的 街並 、文化財、遺跡

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市外 友人・知人 本市 文化芸術的 観光スポットや 名産品 聞 、 う こ

思い浮 。（回答 いく ）
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第 項 文化芸術団体向 ン ー 調査 

調査概要  

対象団体 市内文化施設 利用 あ 文化芸術団体 157団体  

調査方法 調査票 郵送配布-郵送回収 

調査期間 2021 令和 3 年 1月 8日 金 ～1月 22日 金  

回収結果 
回答団体数 98団体 回収率 62.4％  

※所在不明 未達分 3団体 除い 算出 

 

結果概要  

●活動 うえ 困 い  

文化芸術活動 うえ 困 い あ 答え 団体 86.7％
具体的 困 規加入者 少 い 57.1％ 答え 団体 最 多 次
い 後継者 人材 不足 い 32.7％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
14.3%

2.0%

3.1%

13.3%

16.3%

18.4%

19.4%

20.4%

22.4%

32.7%

57.1%

特 困 い い

そ 他

同 活動 人・ ープ 交流 会 少 い

活動 指導 人材 不足 い

活動 ＰＲ・周知 場や 会 少 い

市内 公立施設 予約手続 不便

市内 活動 場所 少 い

活動 資金 不足 い

市内 発表・展示 場所 少 い

後継者 人材 不足 い

新規加入者 少 い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

活動 うえ 困 い こ 何 。（回答 いく ）

あ

86.7％

い

13.3％

活動 うえ 困 い こ あ 。（回答 １ ）
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●活動 うえ 市 支援 ほ い  

活動場所使用料 減免 47.9％ 答え 団体 最 多 次い 活動場所 確
保支援 43.8％ 文化芸術活動 補助金 拡充 36.5％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●団体 、取 組 い い や担 い い 思う役割 い  

文化芸術 活用 地域 活性化 65.3％ 答え 団体 最 多 次い 子
文化芸術 普及 教育 62.1％ 公演 展覧会 発表 機会 充実

48.4％  

 

 

 

3.2%

8.4%

15.8%

16.8%

25.3%

25.3%

48.4%

62.1%

65.3%

そ 他

他 文化芸術 交流 文化芸術 創造・発展

障 い 有無 わ 、文化芸術活動 参加

う ポート 充実

文化芸術や祭 、 統工芸技術 継承・保存

若手芸術家・文化人 確保、育成

文化芸術 関わ 情報 提供

公演、展覧会 発表 会 充実

子 文化芸術 普及、教育

文化芸術 活 地域 活性化

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

団体 し 、取 組 い いこ や担 い い 思う役割 次 う 。

（回答 上位３ ）

13.5%

3.1%

3.1%

7.3%

17.7%

18.8%

27.1%

29.2%

36.5%

43.8%

47.9%

特 困 い い

そ 他

同 活動 人・ ープ 交流 あ

活動指導者育成 支援

後継者育成 支援

新規加入者 募集

活動、公演等 ＰＲ支援

市内 公立施設 予約手続 簡略化

文化芸術活動 補助金 拡充

活動場所 確保支援

活動場所使 料 減免

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

活動 うえ 市 支援し ほしいこ 何 。（回答 いく ）
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●市 文化芸術 対 取 組 対 満足度 

  非常 満足 い 2.1％ 満足 い 29.9％ 答え 団体 合
計 32％ あ 満足 い い 12.4％ 満足 い い 6.2％ 答え
団体 合計 18.6％  

  取 組 い わ い 答え 団体 14.4％  

 

 

  

非常 満足 い

2.1％

満足

い

29.9％

い

35.0％

あ 満足

い い

12.4％

満足 い い

6.2％

取 組

い わ

い

14.4％

市 文化芸術 対 取 組 い 、 く い満足し い 。（回答 １ ）
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第 項 各種調査 結果 見え 本市 現状 

 文化芸術団体 意見交換及 ン ー 調査 市民向 文化芸術団体向
文化芸術 本市 現状 以下 い  

 

〇市民 現状 

弘前市 文化芸術活動 盛 思う方 割合 39.4％
思わ い方 割合 22.7％ 比 16.7 ン 高 い  

伝統的 祭 や歴史的 建造物 存在 地域 愛着や誇
いう考え方 い そう思う 答え 方 割合 73.3％ い
文化庁調査 令和元年度 全国 数字 31.6％

そ 比較 大幅 高 市民 地域 伝統文化や文化財 存
在 大 伺え  

子 体験 通 文化芸術 触 親 持
心豊 育 ほ い 考え 市民 多 い  

  一方 文化芸術活動 取 組 い方 割合 80.8％ 令和元年
年間 市内外 問わ 文化芸術 鑑賞 方 割合 34.1％
い  

そ 主 要因 学校や仕事 忙 い 43.2％ 気軽 鑑賞・
体験 機会 い 33.0％ 文化芸術 催 ・活動 情報 得 い

18.4％ いう あ  

 

〇文化芸術団体 現状 

文化芸術団体 所属 会員 平均年齢 い 60歳代以上 団体 割
合 57.2％ 意見交換 結果 合わ 考え 高齢化 進
い 伺え 規会員 募集活動 76.3％ 団体 行わ
い 規会員 増え 次 時代 活動 支え 後継者 不足
い 伺え  

  主 会員 年会費 活動経費 賄う団体 53.1％ 年間活動経費
49万円以下 団体 63.9％ い 規加入者 不足 会員 高
齢化及 会員 減少 続 活動資金 確保 今 以上 難
団体 活動規模 小 い 考え  
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  市内 練習等 行う場 少 活動 場・発表 場 確保 苦
労 団体 多い わ  

  情報発信 い 専用 ー ー ＳＮＳ 含 持 い 団
体 割合 29.9％ 団体 行う活動 広 市民 周知 場や機会
少 市民向 ン ー 調査 結果 文化芸術 催 や活動 情報
得 い いう結果 表 い  

 

第 項 課題 抽出 

 各種調査 把握 現状 本市 文化芸術 取 巻 課題
以下 項目 抽出  

 

課題  子 文化芸術 触 機会 不足 い          

 市民向 ン ー 結果 文化芸術振興 子 文化芸術
親 機会 充実 求 声 最 高 市民 担う 役割

子 文化芸術的 体験 親 持 答え 割合
最 高  

文化芸術団体向 ン ー い 団体 取 組 い
い や担 い い 思う役割 子 文化芸術 普

及 教育 答え 割合 高 意見交換 い 学校教育 文化芸術
学ぶ機会 減少 文化芸術活動 取 組 裾野 育 い
文化芸術団体 学校教育 折衝 場 確保や公平 意見交換 機会

具体的 形 進 ほ い いう意見 出 子 対
文化芸術 触 機会 充実 求 い  

 

課題  文化芸術活動 関わ 人材育成 必要性 高 い            

文化芸術団体 意見交換及 文化芸術団体向 ン ー 結果 活
動 取 組 人 高齢化 会員 減少 後継者不足 状況 改 浮 彫

今後 文化芸術振興 い 後継者育成 取 組
重要 考え  

後継者育成 目的 活動 行 い 団体 育成 取
組 い そ そ 対象 学生 数 減少 い 進学
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文化芸術 取 組 環境 継続 取 組 チャン 失わ
声 あ 人口減少・少子高齢化 大 影響 い 伺

え  

 

課題  文化芸術活動や公演 関 情報 集約 発信 体制 強化   

あああ求 い  

市民向 ン ー い 弘前市 文化芸術活動 盛 思
わ い理由 文化芸術鑑賞や活動 情報 身近 い 答え
割合 高 い  

文化芸術団体 意見交換 い YouTubeや SNS等 弘前
市 文化芸術 発信 市独自 ウン 作 ほ い 会員数 減少

経費削減 手作 ター 作 各団体単位 広
告知 方法 難 い いう意見 あ 文化芸術活動や公
演 関 情報 集約及 発信 ー 高 伺え  

 

課題  文化芸術 鑑賞・参加機会 不足 い                     

市民向 ン ー 結果 弘前市 文化芸術 盛 思わ い理
由 身近 鑑賞 機会 少 い 答え 割合 最 高  

市民向 ン ー い 文化芸術団体向 ン ー い
公演 展覧会 市民文化祭 文化芸術事業 充実 求 声

高 い  

文化芸術団体 公演や展覧会等 行いや い環境 整備や 行政 主体的
文化芸術事業 開催・誘致 取 組 求 い  

 

課題  文化芸術団体 活動規模 小 あ                  

 ン ー 調査 結果 文化芸術団体 多 規会員 少 会員
減少 い 主 活動経費 会員 年会費 賄い 年間 49

万円以下 活動 い わ  

 う 状況 市 支援 ほ い 活動場所 使用料
減免 や 補助金 拡充 求 声 高 文化芸術団体 活動
対 支援 求 い  
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課題  活動 場・発表 場 不足 い                        

文化芸術団体向 ン ー 結果 市内 活動 場・発表 場 少 い
感 団体 多 多 団体 活動・発表 う 工夫・調整 求
い  

文化芸術団体 意見交換 い 公共施設以外 施設 情報
提供 ほ い 学校や設備等 文化芸術団体 活用 う 検討
ほ い 活動場所 確保 関 意見 多 出 文化芸術活動
活発 行わ う 文化施設以外 公共施設 文化芸術活動
う 活動 場所 増や い 求 い  
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第 章 文化芸術振興 理念 目標 

第 節 基本理念 

本市 城 代表 数々 恵 文化財 自然環境 土台
文化都市 発展 現在 至 先人 築 育 伝統文化
受 継い  

文化芸術 人々 心 豊 活力 創造力 源泉  

市民一人 郷土 愛着 誇 持 故郷 住 続 い
いう思い 醸成  

そ 豊 人間性 育 多様性 受 入 誰 対 開 地
域共生社会 形成 可能 あ  

文化芸術 持 多様性 観光 国際交流 福祉 教
育 産業等 関連分野 有機的 結 個性や魅力
引 出 高い付加価値 創出 いう側面 持 合わ

 

 う 文化芸術 意義 踏 え 人口減少・少子高齢化や個人
フ タ 多様化 目 変化 社会環境 中 持続
可能 推進 文化芸術 力 市民
共有 市 独自性や強 目 向 改 文化都市弘前
標榜 取 組 い 重要 あ 考え  

今後 文化芸術施策 展開 あ 市民 文化芸術団体
文化施設 教育機関 企業等 民間事業者 行政 連携・協働
藩政時代 脈々 続 文化 薫 高い 文化都市弘前 次 世代

本市 文化芸術 育 い う  基本理念 基本
理念 各施策 展開 い  

 

 

基本理念 
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第 節 基本目標 

 本市 文化芸術 現状 課題 ほ 策定 あ 考慮 社会環境 変
化及 基本理念 踏 え 本計画 基本目標 設定  

 

基本目標 多彩 文化芸術 鑑賞・参加機会 充実 触 ・親   

 本市 弘前市民会館 弘前文化 ンター 文化会館/中央公民館 弘前
市民文化交流館 文化施設 ほ 藩政時代 続 歴史・文化
触 高岡 森弘前藩歴史館や 国内外 先進的 ー 触

弘前 倉庫美術館 整備 文化資源 充実
い  

う 豊富 文化資源 活用 身近 場所 優 文化芸術 触
う 質 高い公演や展覧会等 開催 ほ 市民

文化芸術 関 情報 行 届 う 情報バ フ ー化 推進
情報発信 強化 向 取 組  

 

基本目標 文化芸術活動 活性化 広 ・高            

 文化芸術活動 活発 あ 活力 あふ 魅力 高
本市 将来 わ 文化 薫 高 魅力的 あ 続

年齢 性別や職業 違い 障 い 有無 関わ 市民 自
文化芸術活動 行う う 発表 場 活動 場 提供
各種補助事業 実施 文化芸術活動 活性化 図  

  

基本目標 次代 文化芸術 担う人材 育成 育 ・支え       

  子 や若者※ 市民 豊 感性・人間性 多様 個
性 育 う 文化芸術 鑑賞・体験機会 提供や文化芸術 活用 教
育活動 取 組  

文化芸術 人材育成 本市 文化芸術 次 世代 引 継
発展 いう好循環 生 出 極 重要 取 組

 
 

 ※子 や若者 

  本計画 い 子 18歳 者 若者 青年期
18歳 30歳未満 者  
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基本目標 市民 誇 文化財 継承 守 ・  / 深 ・          

本市 史跡津軽氏城跡 堀 城跡・弘前城跡 弘前藩
関係 文化遺産 数多 存在 ほ 津軽塗・津軽 刺 ・あ
蔓細工 伝統工芸 獅子踊・神楽等 民俗芸能 ・
山参詣等 民俗行事 絶え 受 継 地域固有 伝統文化
根付い そ 貴重 文化財や伝統文化 守 深 将来 向 発展
い 文化財 保存・活用 取 組  

 

基本目標 文化芸術 活 活 ・創 出      

 文化芸術 持 多様性 観光 産業等 関連分野 有機的 結
個性や魅力 引 出 高い付加価値 創出

文化芸術 活 観光振興・産業振興 視点 踏
え 活力 あ 推進  
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第 節 計画 体系 

基本理念          ～基  本  理  念～            

 

 

基本目標 多彩 文化芸術 鑑賞・参加機会 充実 触 ・親  

優 文化芸術 鑑賞・参加機会 提供 

気軽 文化芸術 親 機会 提供 

 文化芸術 ベン 関 情報発信 

 文化施設等 利便性や機能 向上 

 

基本目標 文化芸術活動 活性化 広 ・高  

市民 主体的 文化芸術活動 対 支援 

文化芸術活動 場 提供 

 文化芸術団体 活動等 関 情報発信 支援 

 障 い者等 文化芸術活動 促進 

 

基本目標 次代 文化芸術 担う人材 育成 育 ・支え  

 子 や若者 対 文化芸術 体験 機会 充実 

 文化芸術 資 人材育成 推進 

 

基本目標 市民 誇 文化財 継承 守 ・  /  深 ・  

文化財 公開・活用 後継者育成 

文化財 整備・保存 地域 根差 文化遺産 伝承 

 

基本目標 文化芸術 活 活 ・創 出  

文化芸術 価値 創造 観光・産業分野等 連携 

主体 連携 文化芸術 推進 
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第 章 文化芸術振興 具体的 取 組   

第 節 基本目標  

触 ・親  多彩 文化芸術 鑑賞・参加機会 充実 

 優 文化芸術 鑑賞・参加機会 提供 

   身近 環境 優 文化芸術 触 親 う 文化施設等
一流 文化芸術 ベン 開催 歴史的資料 芸術作品等 公開・展示

鑑賞・参加機会 充実 図  

主 取 組  内 容 

優 文化芸術 鑑
賞機会 充実 

○弘前市民会館及 弘前文化 ンター 文化施設
プロ 演者 質 高い公演等 一流

文化芸術 触 機会 提供 

○民間 文化財団 企業等 連携 文化芸術公
演 実施 

○文化芸術団体 実施 質 高い公演等 対 支
援 

○文化芸術公演等 子 や若者 対 料金
等 優遇措置 推進 

郷土 歴史 美術工
芸 民俗資料 美術作
品等 収集及 展示
機会 充実 

○市 所蔵 津軽 歴史・美術工芸資料 考古資料
民俗資料及 本市 成 立 大 関わ 弘前藩
主津軽家や藩士 旧蔵資料 公開・展示 

○郷土出身やゆ あ 作家並 国内外 優
作家 関 資料 公開・展示 

○弘前 倉庫美術館 国内外 先進的
ー 作品等 公開・展示 

 

気軽 文化芸術 親 機会 提供 

   市内 文化施設 各地域 公民館等 行わ 文化芸術 ベン や
他分野 ベン 連携 文化芸術 ベン 実施 気軽 文化芸術 親

機会 充実 図  
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主 取 組  内 容 

文化芸術 気軽 触
機

会 充実 

○市民や地域主体 文化芸術 ベン 実施・支援 

・市民文化祭 岩木文化祭 相馬地区文化祭 

・文化 ンターフ バ  

・子 祭典 

・公民館   

○集客 見込 大 地域 ベン
等 連携 文化芸術事業 展開 

 

 文化芸術 ベン 関 情報発信 

   市主催 文化芸術 ベン 市民主体 多様 文化芸術 ベン
関 情報 幅広 収集 若者 意識 世代や市民
ニー 合 情報発信 行い 文化芸術 鑑賞・参加 取
組  

主 取 組  内 容 

文化芸術 ベン
関 情報 収集
効果的 情報発信 

○文化芸術 ベン 関 情報 収集 

○効果的 情報発信 

・市 広報紙や各種 地域情報誌 紙媒体 効
果的 情報発信 

・Facebook twitter等 SNS 活用 情報発信 

・障 い 有無や程度 関わ 市民
情報 行 届 う ビ ※ 拡大
配慮 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ビ  

   高齢者・障 い者 含 誰 建物 製品 ービ 支障 利用
あ い そ 度合い 示 言葉  
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 文化施設 利便性や機能 向上 

   優 文化芸術 鑑賞・体験機会 提供や 多様 市民 文化芸術活動 場
支え 時代 合わ 文化施設 利便性や機能 向上 努  

文化施設 市民 身近 公共施設 う 施設 改修
時 利用 や い施設 目指 ニバー
ン※ 視点 取 組 い  

具体的 弘前市文化施設個別施設計画 基 い 計画的 効率的 施設
維持管理 行い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ ニバー ン 

年齢 性別 能力 国籍 関わ 人 安全・安心 利用 や い
う 建物 製品 ービ ン いう考え方  
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第 節 基本目標  

広 ・高  文化芸術活動 活性化 

 市民 主体的 文化芸術活動 対 支援 

   文化芸術団体 主体的 創造的 活動 対 支援 そ 成果
発表 機会 充実 図 高齢化や会員 減少 進 文化芸術団
体 活動 支え 各団体間 連携 促進 仕組 い 検討
進  

主 取 組  内 容 

市民文化祭 充実 ○市民文化祭 対 支援 市民参加 促進 

補助金や後援
活動支援 

○文化芸術団体 活動支援 補助金や後援 支援
継続 

○市民主体 文化芸術活動 対 支援 枠組
検討 

国等 補助事業 紹
介・活用 支援 

○文化芸術 鑑賞機会 提供や活動支援 目的
国 補助制度 積極的活用 

活動支援体制 構築 

○多様 文化芸術団体 情報 集約 活動 支援・
連携 コー ネー 事業や中間支援 検
討 

 

 文化芸術活動 場 提供 

   文化芸術活動 場・発表 場 文化施設 公共施
設 利用 う努 利用 や い施設 う 利用者
ニー 把握 改善 努  

主 取 組  内 容 

公共施設 利用促進 

○文化施設 小・中学校等 教育関連施設
公民館等 社会教育施設 市所有 文化財建造物・
庭園 文化財施設 利用 

○利用 や い使用料・利用料 検討 

利用者満足度 向上 
○利用者 ン ー 等 ニー 継続的 把握
改善 
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 文化芸術団体 活動等 関 情報発信 支援 

文化芸術団体 ベン 情報 各団体 活動内容 関 情報発信
支援 各団体 認知度向上や活動 活性化  

主 取 組  内 容 

文化芸術団体 関
情報 収集 効果

的 情報発信 

○文化芸術団体 情報 収集 

・文化芸術団体 情報 集約・登録 活用 仕
組 検討 

○効果的 情報発信 

・市 広報紙や各種 地域情報誌 紙媒体 効
果的 情報発信 

・Facebook twitter等 SNS 活用 情報発信 

・障 い 有無や程度 関わ 市民
情報 行 届 う ビ 拡大
配慮 

 

障 い者等 文化芸術活動 促進 

障 い者や高齢者 子育 中 保護者 配慮 必要 市民 活発 文化芸
術活動 そ 活動 通 交流 行う う 環境
推進  

主 取 組  内 容 

誰 活発 活動・
参加 環境

 

○文化施設 機能向上 

・文化施設等 バ フ ー化 推進 

・授乳室 設置 

・託児 ービ 提供 

誰 活発 活動・
参加 環境

 

○交流 促進 取 組 推進 

・保育施設 障 い者施設 高齢者施設等
ーチ※事業 推進 

○障 い者絵画展 総合福祉作品展 実施 

○高齢者 障 い者 子育 中 保護者等 文化芸術
活動 推進 団体等 取 組 支援 

   ※ ーチ 

手 伸 いう意味 公的機関 公共的文化施設 行う 地域 出張 ービ
福祉施設等 ニコン ー や体験・参加型事業 行う活動  
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第 節 基本目標   

育 ・支え  次代 文化芸術 担う人材 育成 

子 や若者 対 文化芸術 体験 機会 充実 

   子 や若者 実際 文化芸術 体験 豊 心 育
興味や関心 持 文化芸術 裾野 拡大や

将来的 文化芸術 支え 人材 育成  

津軽塗や津軽 刺 優 伝統工芸 四季 活
伝統行事 郷土芸能 季節感あふ 郷土料理 情緒豊 津軽弁 本市 基幹
産業 あ 関係 農具・民具・栽培技術 先人 受 継

特色あ 伝統 次 世代 引 継 極 重要 あ
文化芸術 体験機会 充実 図 人材育成 推進  

主 取 組  内 容 

文化芸術 鑑賞・体
験機会 提供 支援 

○優 舞台芸術 鑑賞や 多様 芸術文化 ワー
プ形式 体験 機会 提供 

 ・児童劇観劇教室 実施 

 ・演劇ワー プ 実施 

 ・ ー 体験ワー プ 実施 

○文化芸術団体及 企業等 連携 実施 子
や若者 対象 体験活動や後継者育成 係 取
組 対 支援 

特色 あ 伝統文化
触 機会 充実 

○各小・中学校や公民館 主体 総合的 学習
時間等 実施 伝統文化 関 教育・体験活動
実施 

・ 卍学 実施 

 ・伝統文化学習講座 実施 

・郷土料理や年中行事 伝統 受 継 う
地域資源 活 食育事業 実施 

・地元生産品 触 知 プロ 実施 
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主 取 組  内 容 

特色 あ 伝統文化
触 機会 充実 

○ 関 学習 場 提供 

 ・農家住宅 紹介 

 ・農具 民具 展示 

 ・ 品種模型 展示 

 ・ 栽培 歴史 映像紹介 

 ・季節 農業体験 花摘 実 実施 

 ・ 収穫体験 実施 

  

文化芸術 資 人材育成 推進 

文化芸術活動 取 組 子 ・若者や そ 指導者 育成 図
顕著 成果 収 あ い 文化芸術 振興 寄与 市民 顕彰  

 文化芸術 支え発展 い 文化施設 環境整備
文化芸術 作 手 受 手 有効 機能 仕組 必要 考え

本市 文化芸術活動 支援 人材や団体 事業 支え ン
等 育成 取 組  

主 取 組  内 容 

後継者育成 い
文化創造 支援 

○子 や若者 対象 体験活動 後継者育成及
い文化創造 対 支援 

顕彰制度 充実 

○顕彰 実施 

・市内 所在 小・中学校 高校及 特別支援学
校等 在学 児童・生徒及 文化部 対象
文化奨励賞 実施 

・文化奨励賞 対象拡大 い 検討 

○文化団体 実施 顕彰事業 対 支援 

文化施設等 専門的
人材 配置・育成 

○文化施設や文化芸術団体 経営者 企画・広報や
ー ン 等 従事 人材 舞台技術者・技能
者 学芸員 文化芸術 関 ン
文化芸術 資 人材 育成 

活動支援体制 構築
再掲  

○多様 文化芸術団体 情報 集約 活動 支援・
連携 コー ネー 事業や中間支援 検
討 再掲  
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第 節 基本目標  

守 ・  / 深 ・  市民 誇 文化財 継承  

文化財 公開・活用 後継者育成 

  市民 郷土 誇 愛着 喚起 文化財 理解 深 観光
振興等 伴う地域活性化 国内外 対 本市 魅力 幅広 周
知 文化財 積極的 公開・活用  

文化財 活用 学習機会 提供等 行い後継者育成 取 組  

主 取 組  内 容 

文化財 公開・活用 

○弘前城本丸石垣修理 公開・活用 

○文化財施設 公開・活用 

・公開武家住宅 瑞楽園及 旧藤田家住宅・旧第五
十九銀行本店本館等 文化財施設 公開 

○史跡等 公開・活用 

・大森勝山遺跡や堀 城跡 遺跡見学会 

・歴史 探求 ン 開催 

・出前授業 

・小学生 対象 文化財探訪・紹介 プ 作
成 

○北海道・北東北 縄文遺跡群 世界遺産登録 推進 

○古文書・古典籍 保存公開 

・ タ 化 保存・活用 推進 

・古文書読 方講座 開催 

 

文化財 整備・保存 地域 根差 文化遺産 伝承 

文化財 活用 様々 地域活性化 取 組 図 う 文化財 価値
顕在化 整備 進 整備 当 民間団体 行政 連携

担い手 育成及 広域連携 保全 検討 持続可能 文化財 保
存・管理 活用 図  
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主 取 組  内 容 

文化財 整備・保存 

○歴史的建築物等 整備・保存 

・弘前城天守 城郭建築 寺社建築
明治 洋風建築 文化財 保存・修理及 防
災設備 設置 

・仲町伝統的建造物群保存地区 伝統的建造
物 保存修理等 対 支援 

○無形文化財 民俗文化財等 保存 

・津軽塗 技術保存 後継者育成 対 支援 

・文化財建造物 修理や 伝統的 漆工芸品 制作
技術 伝承 目的 地場 漆供給体制 整
備 

・獅子踊 無形民俗文化財 後世 伝承
必要 用具 修理等 対 支援 

○世界遺産登録 目指 大森勝山遺跡周辺 環境整備 
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第 節 基本目標   

活 ・創 出  文化芸術 活  

文化芸術 価値 創造 観光・産業分野等 連携 

   本市 数多 歴史的建造物 津軽塗や津軽 刺 優 伝統工
芸 四季 活 伝統行事 郷土芸能 多様 文化芸術活動 ほ
弘前大学 高等教育機関 数多 集積 学都 性

格 有 本市 文化的特徴 形成 い  

う 特色 あ 文化芸術 観光や産業分野 関連分野 連携 活用
本市 魅力や 価値 創出 市内外 効果的

発信 文化都市 発展 目指 取 組  

主 取 組  内 容 

文化資源 活用
観光振興 

○数多 歴史的建造物 著名 建築家 近代建
築 先人 受 継 伝統文化
文化資源 活用 観光コン ン 開発 誘客
促進 観光振興 

文化芸術 通 産
業振興 

○伝統工芸 地元生産品 宣伝紹介及
販路拡大 促進や多様 企業 交流 連携

文化芸術 通 産業振興 

 

主体 連携 文化芸術 推進 

   文化芸術 活用 主体 連携 地域 活性化 取 組
集客 見込 ベン 等 連携 文化芸術事業 展開  

主 取 組  内 容 

主体や事
業 連携・協働 

○文化芸術団体 大学 企業等 連携・協働 文化
芸術 ワー プや ベン 等 実施 

○多様 文化芸術団体 情報 集約 活動 支援・
連携 コー ネー 事業や中間支援 検
討 再掲  

地域 ベン
連携 来場者数 増
加 発信力 強化  

○集客 見込 大 地域 ベン
等 連携 文化芸術事業 展開 
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第 章 計画 推進体制 

第 節 計画 推進体制 

 本市 文化芸術 振興 図 市民 文化芸術団体 教育機関 文
化施設 民間事業者 行政 連携・協働 本計画 推進 い

重要 本計画 体系化 施策 効果的 実施
基本目標 実現 向 い 検証 進捗管理 行う必要 あ

 

 弘前市文化芸術推進審議会 本計画 進捗状況 報告 評価 行
い 結果 踏 え 施策 見直 ・改善 図  

計画期間 中間年 ンケー 調査等 実施 施策 効果
総合的 検証 うえ 後期計画 策定 行い  

 

 推進体制図  
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 第 節 文化芸術施策 関わ 各主体 役割 

第 項 弘前市 役割 

 市 文化芸術 振興 関 施策 総合的 計画的 推進 施策
実施 当 観光 国際交流 福祉 教育 産業等 関連分
野 施策 連携 図 必要 財政上 措置 行う う努

施策 展開や他 主体 連携・協働 通 文化芸術 機会
創出や活動 場 提供等 支援 取 組 文化芸術環境 整

備 情報発信 含 推進  

 

第 項 多様 主体 連携・協働 推進 主体別 期待 役割  

 文化芸術 振興 行政 推進 主体
連携 不可欠 文化芸術 推進 向 各主体

役割 明確 相互 連携・協働 図 本計画 推進  

 

 市民 期待 役割  

市民 文化芸術 担い手 活力や創意 生 文化芸
術 関 意識 高揚 図 自主的 主体的 活動や鑑賞 積極的
行う 期待 文化芸術 ベン 運営等へ 参画

感性や創意工夫 生 文化芸術 活性化 期待  

 

文化芸術団体 期待 役割  

文化芸術団体 文化芸術 普及 団体同士 連携や協力
行い 交流 図 期待  

活動 継続・発展 次代 担い手 人材 育成や情
報発信 積極的 行い 文化芸術 親 受 皿 活動 推
進 市民文化 発展 寄与 主体 知識や見識
広 自己研鑽 深 期待  

 

文化施設 役割  

 市民 ニー 合 質 高い文化芸術公演等 実施
担い手 育成や支援 行い 市民 文化芸術 触 機会 積極的 後
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押 期待  

 

文化芸術分野 専門家及 民間教育施設 期待 役割  

文化芸術分野 専門家 文化芸術 主体的 創造・発信
本市 文化芸術 振興 寄与 期待  

地域 連携 活動等 教育や 等
や活力 活発 創作活動や多彩 才能 交流
本市 文化芸術振興 活性化 寄与 期待  

文化芸術分野 専門家やカ チャー ンター等 民間教育施設
専門的 教育機会 提供 文化芸術 伝承 期待  

 

教育機関等 期待 役割  

 小中学校等 教育 通 子 豊 感性や人間性
子 文化芸術 楽 や素晴 伝え

文化芸術 裾野 拡大 努 期待  

 上記 専門的 教育 基礎的 教育や
推進 期待 図書館や博物館等 専門知識等
活用 市民 文化芸術活動 支援 施設間 連携
文化芸術活動 参加 環境 充実 図 期待 大学

教育・研究 専門性 生 高等教育機関 市民へ 文化
芸術教育 貢献 期待  

 

民間事業者等 期待 役割  

 民間事業者等 文化芸術振興 地域経済 活性化
文化芸術事業へ 協賛・支援 行い 市民 協働・連携 文化芸
術活動 活性化 寄与 期待  

 事業所 働 人 余暇等 活用 文化芸術活動 行え う
活動 支援 環境整備 望 併 地域 文化人等 積極
的 活用 事業展開等 期待  
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 第 節 計画 指標 

  本市 目指  ～ 基本理念 ～ 向 次 掲 指標 本計画
成果指標 設定 数値目標 定  

 

区 分 内 容 
基準値 

(2020年度) 

前期目標値 

(2026年度) 

基本目標  多彩 文化芸術 鑑賞・参加機会 充実 触 ・親  

 

指標 
文化芸術公演等 鑑賞や文化芸術活
動へ 参加 い 市民 割合 

24.4％ 調整中 

 指標 文化施設利用者数 487,530人 調整中 

基本目標  文化芸術活動 活性化 広 ・高  

 
指標 

市民文化祭や一流芸術文化 ベン
等 参加者数及 鑑賞者数 

19,434人 調整中 

基本目標  次代 文化芸術 担う人材 育成 育 ・支え  

 
指標 

後継者育成 講習会等へ 参
加者数 

790人 調整中 

基本目標  市民 誇 文化財 継承 守 ・ /深 ・  

 
指標 

郷土 歴史 文化遺産 親
感 い 市民 割合 

69.5％ 調整中 

指標 
文化財 公開・活用 ベン 等 参
加 あ 市民 割合 

24.6% 調整中 

基本目標  文化芸術 活 活 ・創 出  

 

指標 

文化芸術 市 観光振興や産業振興
活用 い

感 市民 割合 

2022年度 

取得 

基準値  

取得後  

設定 
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資料編 

 

資料  弘前市文化芸術推進審議会運営規則 弘前市規則第 号  

 

趣旨  

第 条 規則 弘前市附属機関設置条例 平成 年弘前市条例第 号 第 条 規
定 基 弘前市文化芸術推進審議会 以下 審議会 いう 運営 関 必要
事項 定  

委員  

第 条 委員 欠 場合 補欠 委員 任期 前任者 残任期間  

 委員 再任  

会長等  

第 条 審議会 会長 置 会長 委員 互選 定  

 会長 会議 議長 会務 総理  

 会長 事故 あ 又 会長 欠 あ 会長 指名 委員
職務 代理  

会議  

第 条 審議会 会議 会長 招集  

 審議会 委員 半数以上 出席 会議 開 い  

 審議会 議事 出席委員 過半数 決 可否同数 議長 決
 

 会長 必要 あ 認 審議会 会議 委員以外 者 出席 求
意見若 説明 聴 又 資料 提出 求  

守秘義務  

第 条 委員 職務上知 得 秘密 漏 い 職 退い 後
同様  

庶務  

第 条 審議会 庶務 観光部文化振興課 い 処理  

委任  

第 条 規則 定 ほ 審議会 運営 関 必要 事項 会長 定  

附 則 

施行期日  

 規則 公布 日 施行  

最初 会議 招集  

 第 条第 項 規定 わ 最初 審議会 会議 市長 招集  



49 

 

資料  弘前市文化芸術推進審議会委員名簿 

役職 氏名 所属 

会長 小川
わ

 幸裕
ゆ

 
弘前学院大学 

社会福祉学部 教授 

会長職務代理者 杉山
や

 祐子
ゆう

 
弘前大学 

人文社会科学部 教授 

委員 東海 孝尙
う い 

 弘前市中学校長会 

委員 

鈴木 雅博  

～令和 3年 3月 31日  
青森県高等学校長協会 

古川
わ

 浩樹 

令和 3年 4月 30日～  

委員 鴻野
う

 孝典  弘前市民文化祭実行委員会 

委員 佐藤
う

 寿子 弘前市文化団体協議会 

委員 大川
わ

 誠  弘前観光コンベンション協会 

委員 武田 孝三
う う

 弘前工芸協会 

委員 島田 之恵
ゆ え

 市民公募委員 

令和 3年 4月 30日現在  

 

資料  弘前市文化芸術振興計画策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘前市文化芸術振興計画 

現状把握 

所管課：観光部文化振興課 

庁内検討会議 

市政推進会議 
弘前市文化芸術推進審議会 諮問/答申 

意見聴取 

文化芸術団体等 意見交換 

ンケー 調査 市民・団体  

パブ ックコメン  

市民・文化芸術団体 

弘前市 附属 関 
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資料  弘前市文化芸術振興計画策定経過 

 

年度 日程 内 容 

令
和
年
度 

8月 27日 

■文化芸術振興計画策定庁内検討会議 

・計画策定 ンケー 調査 方向性検討及 意見聴取 

 関係課  

市民協働課 障 い福祉課 観光課 産業育成課 都市計画
課 課 学校指導課 生涯学習課 文化財課 博物館  

高岡 森弘前藩歴史館 

10月 7日 

■文化芸術団体等 意見交換 3回：合計 団体  10月 12日 

10月 13日 

12月 23日 

■令和 2年度第 回文化芸術推進審議会 

・文化芸術振興計画 策定 い  

 ・市民向 団体向 ンケー 実施 い  

1月 8日 

～1月22日 
■市民向 団体向 ンケー 調査 

3月 3日 

～3月18日 
■文化芸術振興計画素案関係課意見照会 

3月 24日 

■令和 2年度第 2回文化芸術推進審議会 

 ・諮問 

・文化芸術振興計画 素案 い  

令
和
年
度 

4月 30日 
■令和 3年度第 1回文化芸術推進審議会 

 ・文化芸術振興計画 素案 い  

5月 17日 

～6月18日 
■計画案 対 パブ ックコメン 実施 

6月 ■文化芸術振興計画策定庁内検討会議 

7月 
■令和 3年度第 2回文化芸術推進審議会 

 ・文化芸術振興計画 素案 い  

9月 ■文化芸術振興計画 策定・公表 
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資料  市民・文化芸術団体 ンケー 査結果 

～整理中～ 
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資料  文化芸術基本法 抜粋  

 

文化芸術基本法 抜粋  

(平成 13年 12月 7日号外法律第 148号) 

(改正 平成 29年 6月 23日法律第 73号) 

(一部改正 平成 30年 6月 13日法律第 47号) 

 

目的  

第 条 法律 文化芸術 人間 多 恵沢 あ 鑑 文
化芸術 関 施策 関 基本理念 定 並 国及 地方公共団体 責務等 明

文化芸術 関 施策 基本 事項 定 文
化芸術 関 活動 以下 文化芸術活動 いう 行う者 文化芸術活動 行う
団体 含 以下同 自主的 活動 促進 旨 文化芸術 関 施策
総合的 計画的 推進 図 心豊 国民生活及 活力あ 社会 実現
寄与 目的  

 

基本理念  

第 条 文化芸術 関 施策 推進 当 文化芸術活動 行う者 自主性
十分 尊重 い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 文化芸術活動 行う者 創造性 十分
尊重 地位 向上 図 能力 十分 発揮 う考
慮 い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 文化芸術 創造 享受 人々
生 権利 あ 鑑 国民 年齢 障害 有無 経済的 状況
又 居住 地域 わ 等 文化芸術 鑑賞 参加 又
創造 う 環境 整備 図 い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 我 国及 世界 い 文化芸術活動
活発 行わ う 環境 醸成 旨 文化芸術 発展 図

う考慮 い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 多様 文化芸術 保護及 発展 図
い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 地域 人々 主体的 文化芸術活
動 行わ う配慮 各地域 歴史 風土等 反映 特色あ 文化芸
術 発展 図 い  

  

 文化芸術 関 施策 推進 当 我 国 文化芸術 広 世界へ発信
う 文化芸術 係 国際的 交流及 貢献 推進 図 い  
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 文化芸術 関 施策 推進 当 乳幼児 児童 生徒等 対 文化芸術
関 教育 重要性 鑑 学校等 文化芸術活動 行う団体 以下 文化芸術団体
いう 家庭及 地域 活動 相互 連携 図 う配慮
い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 文化芸術活動 行う者 他広 国民
意見 反映 う十分配慮 い  

 

 文化芸術 関 施策 推進 当 文化芸術 生 出 様々
価値 文化芸術 継承 発展及 創造 活用 重要 あ 鑑 文化芸
術 固有 意義 価値 尊重 観光 国際交流 福祉 教育 産業

他 各関連分野 施策 有機的 連携 図 う配慮
い  

 

国 責務  

第 条 国 前条 基本理念 以下 基本理念 いう 文化芸術 関
施策 総合的 策定 及 実施 責務 有  

 

地方公共団体 責務  

第 条 地方公共団体 基本理念 文化芸術 関 国 連携 図
自主的 主体的 地域 特性 応 施策 策定 及 実施 責務

有  

 

国民 関心及 理解  

第 条 国 現在及 将来 世代 わ 人々 文化芸術 創造 享受
文化芸術 将来 わ 発展 う 国民 文化芸術 対 関

心及 理解 深 う 努 い  

 

文化芸術団体 役割  

第 条  文化芸術団体 実情 踏 え 自主的 主体的 文化芸術活
動 充実 図 文化芸術 継承 発展及 創造 積極的 役割 果 う
努 い  

 

関係者相互 連携及 協働  

第 条  国 独立行政法人 地方公共団体 文化芸術団体 民間事業者 他 関係
者 基本理念 実現 図 相互 連携 図 協働 う努

い  

 

法制上 措置等  

第 条 政府 文化芸術 関 施策 実施 必要 法制上 財政上又 税制上
措置 他 措置 講 い  
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文化芸術推進基本計画  

第 条 政府 文化芸術 関 施策 総合的 計画的 推進 図 文化芸術
関 施策 関 基本的 計画 以下 文化芸術推進基本計画 いう 定

い  

 

 文化芸術推進基本計画 文化芸術 関 施策 総合的 計画的 推進
基本的 事項 他必要 事項 い 定  

 

 文部科学大臣 文化審議会 意見 聴い 文化芸術推進基本計画 案 作成
 

 

 文部科学大臣 文化芸術推進基本計画 案 作成 う あ
関係行政機関 施策 係 事項 い 第三十六条 規定 文化芸術推進会議
い 連絡調整 図  

 

 文部科学大臣 文化芸術推進基本計画 定 遅滞 公表
い  

 

 前三項 規定 文化芸術推進基本計画 変更 い 準用  

 

地方文化芸術推進基本計画  

第 条  都道府県及 市 特別区 含 第三十七条 い 同 町村 教育委
員会 地方教育行政 組織及 運営 関 法律 昭和三十一年法律第百六十二号 第
二十三条第一項 条例 定 長 同項第三号 掲 事務 管理
及 執行 地方公共団体 次項 い 特定地方公共団体 い

う あ 長 文化芸術推進基本計画 参酌 地方 実情
即 文化芸術 推進 関 計画 次項及 第三十七条 い 地方文化芸術推進
基本計画 いう 定 う努  

 

 特定地方公共団体 長 地方文化芸術推進基本計画 定 又 変更 う
あ 当該特定地方公共団体 教育委員会 意見 聴

い  

 

芸術 振興  

第 条 国 文学 音楽 美術 写真 演劇 舞踊 他 芸術 次条 規定 メ
芸術 除 振興 図 芸術 公演 展示等へ 支援
芸術 制作等 係 物品 保存へ 支援 芸術 係 知識及 技能 継承

へ 支援 芸術祭等 開催 他 必要 施策 講  

 

メ 芸術 振興  

第 条 国 映画 漫画 ニメーション及 コンピュータ 他 電子機器等 利用
芸術 以下 メ 芸術 いう 振興 図 メ 芸術 制作

上映 展示等へ 支援 メ 芸術 制作等 係 物品 保存へ 支援 メ 芸
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術 係 知識及 技能 継承へ 支援 芸術祭等 開催 他 必要 施策 講
 

 

伝統芸能 継承及 発展  

第 10条 国 雅楽 能楽 文楽 歌舞伎 組踊 他 我 国古来 伝統的 芸能 以
下 伝統芸能 いう 継承及 発展 図 伝統芸能 公演 用い
物品 保存等へ 支援 他 必要 施策 講  

 

芸能 振興  

第 11条 国 講談 落語 浪曲 漫談 漫才 歌唱 他 芸能 伝統芸能 除
振興 図 芸能 公演 用い 物品 保存等へ 支援

芸能 係 知識及 技能 継承へ 支援 他 必要 施策 講
 

 

生活文化 振興並 国民娯楽及 出版物等 普及  

第 12条 国 生活文化 茶道 華道 書道 食文化 他 生活 係 文化 いう
振興 図 国民娯楽 囲碁 将棋 他 国民的娯楽 いう 並 出
版物及 コー 等 普及 図 関 活動へ 支援 他 必要
施策 講  

 

文化財等 保存及 活用  

第 13条 国 有形及 無形 文化財並 保存技術 以下 文化財等 いう
保存及 活用 図 文化財等 関 修復 防災対策 公開等へ 支援 他
必要 施策 講  

 

地域 文化芸術 振興等  

第 14 条 国 各地域 文化芸術 振興及 通 地域 振興 図
各地域 文化芸術 公演 展示 芸術祭等へ 支援 地域固有 伝統芸能及
民俗芸能 地域 人々 行わ 民俗的 芸能 いう 関 活動へ 支
援 他 必要 施策 講  

 

都道府県及 市町村 文化芸術推進会議等  

第 37条 都道府県及 市町村 地方文化芸術推進基本計画 他 文化芸術 推進
関 重要事項 調査審議 条例 定 審議会 他 合
議制 機関 置  
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